
２０１２年１１月４日                岡崎民報岡崎民報岡崎民報岡崎民報                   Ｎｏ．１１２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

帯
が
、
共
働
き
を
し

な
け
れ
ば
生
活
で
き

な

い
状

況
が
生

ま

れ
、
第
三
子
の
無
料

化
は
、
子
育
て
支
援

と
し
て
も
生
活
支
援 

か
ら
も
よ
ろ
こ
ば
れ
て
き
ま
し
た
。 

 岡
崎
市

岡
崎
市

岡
崎
市

岡
崎
市
議
会
議
会
議
会
議
会
で
は
で
は
で
は
で
は    

他
会
派
意
見
書
提
出

他
会
派
意
見
書
提
出

他
会
派
意
見
書
提
出

他
会
派
意
見
書
提
出
不
同
意

不
同
意

不
同
意

不
同
意    

市
や
県

の
財
政
が
き
び
し
い
か
ら

と
、
保
護
者
に
負
担
増
を
求
め
る
こ
と

は
子
育
て
支
援
に
逆
行
で
す
。
県
に
補

助
の
復
活
を
求
め
る
と
と
も
に
、
市
は

現
行
制
度
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
す

べ
き
で
す
。 

岡
崎
市
議
会
で
も
、
日
本
共
産
党
市

議
団
が
こ
う
し
た

一
連
の
愛
知
県
の
福

祉
施
策
の
切
り
捨
て
反
対
の
意
見
書
の

提
出
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
他
会
派
は
こ

ぞ
っ
て
こ
れ
に
不
同
意
で
し
た
。 

 待
機
児
解
消

待
機
児
解
消

待
機
児
解
消

待
機
児
解
消    

保
育
園

保
育
園

保
育
園

保
育
園
のののの
増
設
増
設
増
設
増
設
をををを    

第
三
子
を
無
料
に
す
る
こ
と
で
、
必

要
以
上
の
保
育
の
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
た

と
し
て
も
、
自
宅
で
の
子
育
て
支
援
の

充
実
と
合
わ
せ
て
、
要
望
に
応
じ
ら
れ

る
保
育
園
や
保
育
士
を
増
や
す
べ
き
で
す
。 

   
 

③③③③案案案案のののの場合場合場合場合のののの総事業費総事業費総事業費総事業費、、、、県補助県補助県補助県補助、、、、市負担額市負担額市負担額市負担額 

 平成 23年 平成 25年 平成 26年  

総事業費 ８３４４万円 ８３４４万円 ８３４４万円 対象児童数 365名 

県補助 ２０５１万円 

補助率１／４ 

４７６万円 

補助率１／８ 

   0万円 

補助率０ 

全員無料 

市負担 ６２９３万円 ８３４４万円 ８３４４万円 

すべてが無料になるが、市の負担が現行より県補助分２０５１万円が増える、 

第
三
子
保
育
料
無
料
化
廃
止
へ
！ 

子
育
て
支
援
に
逆
行 

保
育
園
・
保
育
士
増
や
し
豊
か
な
保
育
・
子
育
て
支
援
を 
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岡
崎
市
広
幡
町

一
の
一 

 

℡
２
３
の
３
３
３
７ 

F
a
x

２
１
の
０
７
１
２ 

日
本
共
産
党
岡
崎
市
委
員
会 

で
保
育
園
に
入
園
し
て
い
る
子
ど

も
の
保
育
料
が
無
料
に
な
る
制
度
。

現
在
350

名
ほ
ど
が
利
用
。 

 
県県県県
はははは
所
得
制
限

所
得
制
限

所
得
制
限

所
得
制
限
をををを
設設設設
けけけけ
、、、、

中
核
市

中
核
市

中
核
市

中
核
市
へ
の
へ
の
へ
の
へ
の
補
助
廃
止

補
助
廃
止

補
助
廃
止

補
助
廃
止
！！！！    

子
育
子
育
子
育
子
育
てててて
支
援
支
援
支
援
支
援
にににに
逆
行
逆
行
逆
行
逆
行    

県
は
、
無
料
制
度
に
所
得
制
限
を

持
ち
込
む
と
同
時
に
、
中
核
市

へ 

１
／
４
、
一
般
市
町
村

へ
１
／
２
行

っ
て
き
た
補
助
を
、 

中
核
市
に
対

し
て
は
廃
止
し
ま
す
。
平
成
25

年

度
は
経
過
措
置
と
し
て
、
１
／
８
補

助
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
26

年
度
は

０

（ゼ
ロ
）
で
す
。
県
の
見
直
し
案

に
準
じ
て
岡
崎
市
の
制
度
を
変
更

し
た
場
合
は
表
①
に
な
り
ま
す
。 

 岡
崎
市

岡
崎
市

岡
崎
市

岡
崎
市
で
は
で
は
で
は
で
は
緩
和
緩
和
緩
和
緩
和
す
る
が

す
る
が

す
る
が

す
る
が    

年
収
年
収
年
収
年
収
５５５５
百
万
百
万
百
万
百
万
でででで
有
料
化

有
料
化

有
料
化

有
料
化    

岡
崎
市
で
は
第
三
子
保
育
料
無

料
を
実
施
す
る
た
め
の
総
事
業
費

約
８
３
４
４
万
円
の
う
ち
、
６
２
９

２
万
円
を

一
般
財
源
か
ら
ま
か
な

岡
崎
市
議
会
９
月
の
代
表
者
会

議
に
お
い
て
、
現
在
岡
崎
市
が
行
っ

て
い
る
第
三
子
保
育
料
無
料
制
度

の
廃
止
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
三
子
無
料
制
度
と
は
・
・
・
第

三
子

（
18

才
未
満
の
子
ど
も
が
３

人
以
上
い
る
場
合
で
第
三
子
以
降

表
で
す
。 

 子
育
子
育
子
育
子
育
てててて
世
帯
世
帯
世
帯
世
帯
をををを
応
援
応
援
応
援
応
援
す
る
す
る
す
る
す
る    

第
三
子
保
育
料
無
料
化

第
三
子
保
育
料
無
料
化

第
三
子
保
育
料
無
料
化

第
三
子
保
育
料
無
料
化    

継
続
継
続
継
続
継
続
をををを
！ 

県
補
助
削
減
中
止

県
補
助
削
減
中
止

県
補
助
削
減
中
止

県
補
助
削
減
中
止
をををを
！！！！    

岡
崎
市
が
独
自
の
設
定

つ
く

っ

て
も
、
約
118

名
ほ
ど
が
有
料
に
な

り
ま
す
。 

第
三
子
の
無
料
化
は
平
成
19

年

に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
若
い
子
育
て
世 

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

県
の
案
は

「中
高
所
得
者
層
の

負
担
が
大
き
く
な
る
」
「階
層
区
分

が
岡
崎
市
と
ち
が
う
た
め
、
わ
か
り

に
く
い
」
「保
育
管
理
シ
ス
テ
ム
の

修
正
に
費
用
と
時
間
が
必
要
」
な
ど

の
理
由
か
ら
岡
崎
市
は
現
在
②
案

を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

県
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
て

も
、
岡
崎
市
が
現
行
の
全
員
無
料
を

実
施
し
た
場
合
の
財
政
負
担
は
③

①①①①のののの案案案案のののの場合場合場合場合のののの県補助県補助県補助県補助、、、、市負担額市負担額市負担額市負担額    
 平成 23年 平成 25年 平成 25年  

総事業費 ８３４４万円 ３８１２万円 ３８１２万円 対象児童数 355名 

県補助 ２０５１万円 

補助率１／４ 

 ４７６万円 

補助率１／８ 

   0 円 

補助率０ 

３５５名うち 

無料１４４名 

半額２１１名 

全額１０名 
市負担 ６２９２６２９２６２９２６２９２万円万円万円万円    ３３３６万円 ３８１２万円 

 

第三子以降保育料無料制度第三子以降保育料無料制度第三子以降保育料無料制度第三子以降保育料無料制度    県県県県・・・・市市市市のののの案案案案    

現行制度 ①県の見直し案 ②岡崎市の見直し案 

すべての

第三子以

降児 

無

料 

おおむね年収

400万円未満 

無

料 

おおむね年収

500万円未満 

無料 

おおむね年収

400万～800万 

半

額 おおむね年収

500万円以上 

半額 

おおむね800万

以上 

全

額 

 

②②②②案案案案のののの場合場合場合場合のののの総事業費総事業費総事業費総事業費、、、、県補助県補助県補助県補助、、、、市負担額市負担額市負担額市負担額    
 平成 23年 平成 25年 平成 26年  

総事業費 ８３４４万円 ５９９７万円 ５９９７万円 対象児童数 365名 

県補助 ２０５１万円 

補助率１／４ 

４７６万円 

補助率１／８ 

   0万円 

補助率０ 

３６５名うち 

無料２４７名 

半額１１８名 市負担 ６２９２万円 ５５２０万円 ５９９７万円 

県の案より、市の負担が増えるが、無料の子どもは増える 
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岡崎市では、バス利用者の減少によって、赤字となる路

線に対し補填をすることで路線の維持を行ってきました。 

日本共産党も「交通弱者の足をなくすな！」という立場

で、バス路線の維持を提案してきました。 

 市は、利用者がさらに減少傾向であり、厳しい財政状況、

維持コストの増大などを理由に、地域住民とともにバス路

線の検討をはじめていきます。 

その第一弾として以下の日程で、住民検討会の開催を総

代宛に送付しましたが、どなたでもご参加できます。 

 

 

二
年
前
に
大
学

を
卒
業
し
ま
し
た

が
、
就
職
活
動
が
異

常
に
加
熱
し
て
い 

て
と
て
も
大
変
な
想
い
を
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
就
職
に
対
す
る

見
解
と
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
き
か

せ
て
く
だ
さ
い 

 

い
く

つ
も
の

企
業
に
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を

出
し
て
理
由
を

聞
か
さ
れ
る
こ 

と
な
く
ふ
る
い
落
と
さ
れ
る
な
ど

ま

っ
た
く
お
か
し
な
や
り
方
で
、

「
自
分
は
社
会
に
必
要
の
な
い
人

間
な
の
か
」
と
自
分
を
責
め
て
し
ま

う
人
も
い
ま
す
。 

 

少
な
く
と
も
卒
業
後
３
年
間
は

新
卒
あ
つ
か
い
す
る
こ
と
が
企
業

と
の
間
で
も
合
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

企
業
に
は
雇
用
を
支
え
る

力
が
あ
る 

 

今
春
卒
業
の
56

万
人
中
、
進
学

も
就
職
も
し
な
か

っ
た
の
は
８
万

７
千
人
。
大
企
業
が

一
年
間
で
蓄
え

た
内
部
留
保
11
兆
円
の
２
％
程
度

を
ま
わ
せ
ば
、
全
員
採
用
し
て

一
年

間
の
給
与
を
払
え
ま
す
。 

 

「呉
越
同
舟
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
仲
の
悪
い
も
の
同
士

が
同
じ
船
に
乗
る
こ
と
。
「会
派
」
の 

定
義
は

「政
治
的
信
条
、
政
策
等
を
共
有

す
る
議
員
に
よ
り
結
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
（岡
崎
市
議
会
基
本
条
例
） 

 

確
か
に
、
今
後
も

「オ
ー
ル
市
長
与
党
」

で
あ
ろ
う
点
で
は

「政
治
信
条
を
共
有
す

る
議
員
」
か
も
し
れ
ま
せ 

ん
。
そ
れ
な
ら
ば
市
長
選

挙
の
２
候
補
は
、
政
治
信

条
が
同
じ
候
補
者
だ

っ

た
の
で
し
ょ
う
。
ト
リ
プ

ル
選
挙
で
あ

っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
低
投
票
率

で
あ

っ
た
こ
と
と
８
０

０
０
票
の
無
効
票
が
出 

た

こ

と

に
、
市
民

の
政
治

へ

の
怒
り
が

表
れ
て
い

る
こ
と
を

市
長
も
議

員
も
軽
視

し
て
は
な

り

ま

せ

ん
。 

挙
で
内
田
氏
、
園
山
氏
を
応
援
し
た

両
陣
営
が
同
じ
会
派
に
所
属
し
ま

す
。 

 

黎
明
は
、 

日
本

一
愛
知
の
会
の
議
員 

日
本

一
愛
知
の
会
岡
崎
に
所
属
し

な
が
ら
内
田
氏
を
応
援
し
た
議
員
、 

民
主
ク
ラ
ブ
の
応
援
を
受
け
園
山

氏
を
応
援
し
た
議
員 

通
常
な
ら
ば
自
民
清
風
会
に
所
属

す
る
で
あ
ろ
う
園
山
氏
を
応
援
し

た
議
員
の
４
名
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 
 

サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く
す
と
あ

ら
た
に
310

万
人
の
雇
用
が
生
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
は
完
全
失
業
者
の
93
％

に
あ
た
り
ま
す
。
年
次
休
暇
を
完
全

取
得
し
、
週
休
二
日
に
す
る
と
１
５

５
万
人
の
新
し
い
雇
用
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
れ
で
、
失
業
者
全
体
を
充
分

雇
用
で
き
ま
す
。 

 

内
部
留
保
金
の
４
％
を
出
し
て
雇

用
を
安
定
さ
せ
れ
ば
内
需
も
拡
大
、

景
気
回
復
と
な
り
大
企
業
に
も
プ
ラ

ス
の
は
ず
。
政
府
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
果
た
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
が
日
本

共
産
党
の
ル
ー
ル
あ
る
資
本
主
義 

の
ひ
と
つ
で
す
。 

小
池
晃
政
策
委
員
長
と
の
20

問
20
答 

（
月
刊
学
習
２
０

１
２
年
10
月
号
か
ら
） 

 

 

11
月
５
日
、
岡
崎
市
議
会
臨
時
議

会
が
開
か
れ
、
今
後
の
人
事
が
決
定

し
ま
す
。 

 

そ
れ
に
先
立
ち
、
10
月
26

日
、
37

名
の
議
員
の
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
結
成

さ
れ
ま
し
た
。 

自
民
清
風
会 

16
名 

ゆ
う
あ
い
21 

９
名 

公
明
党 

 
 

４
名 

黎
明 

 
 
 

４
名 

日
本
共
産
党
市
議
団 

２
名 

（無
所
属
扱
い
） 

無
所
属 

 
 
 
 
 

２
名
で
す
。 

 

自
民
清
風
会
の
中
に
は
、
市
長
選

バス路線検討会 

市内７カ所で開催予定  

岡
崎
市
議
会

岡
崎
市
議
会

岡
崎
市
議
会

岡
崎
市
議
会

「「「「会
派
会
派
会
派
会
派
と
は
と
は
と
は
と
は
」」」」 

 

矢作支所管内 10月31日（水） 矢作市民センター 

大平支所管内 11月 6日（火） 大平市民センター 

岩津支所管内 11月 9日（金） 岩津市民センター 

東部支所管内 11月13日（火） 東部市民センター 

六ツ美支所管内 11月16日（金） 六ツ美市民センター 

岡崎支所管内 11月20日（火） 南部市民センター 

本庁管内 11月22日（木） 福祉会館 6階 

 

 

日本共産党岡崎市後援会主催 

恒例恒例恒例恒例    秋秋秋秋のののの    

バスツァー 
日時：11 月 11 日（日） 

行き先：大井川鉄道ほか 

会費：７５００円 
、 

 

若若若若
いいいい
世
代
世
代
世
代
世
代
のののの
疑
問
疑
問
疑
問
疑
問
にににに
答答答答
え
る
え
る
え
る
え
る
①①①① 

 

日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党    無料法律相談 
サラサラサラサラ金金金金    労働条件労働条件労働条件労働条件    相続相続相続相続  

契約契約契約契約    賃金不払賃金不払賃金不払賃金不払いいいい    医療医療医療医療    離婚離婚離婚離婚 
        住宅住宅住宅住宅        教育教育教育教育    などなどなどなど    

毎週 火曜日 夜６時から８時  

  弁護士がご相談をお受けします。 

生活相談は、議員が常時お受けします。 

電話２３２３２３２３－－－－２７８５２７８５２７８５２７８５までご予約下さい 


